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労
働
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不
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お
け
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高
齢
者
雇
用
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あ
り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

我
が
国
の
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
人
口
の
減
少
は
顕
著
で
あ
る
。
十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
人
口
を
見
る
と
、
二

〇
二
三
年
四
月
一
日
付
で
七
千
四
百
一
万
人
で
あ
り
、
十
年
前
と
比
べ
て
三
百
二
十
七
万
人
減
少
し
て
い
る
（
年
間
約
三
十
万

人
減
少
）
。
一
方
、
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は
同
期
間
で
四
百
三
十
万
人
増
加
し
て
お
り
、
労
働
力
の
不
足
を
高
齢
者
の
再
就

職
で
補
う
こ
と
を
今
以
上
に
強
化
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。 

 

政
府
は
、
高
年
齢
者
の
雇
用
を
維
持
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
」
（
高
年

齢
者
雇
用
安
定
法
）
の
一
部
を
改
正
し
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
て
い
る
。 

 

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
七
十
歳
ま
で
を
対
象
と
し
た
「
定
年
制
の
廃
止
」
、
「
定
年
の
引
上
げ
」
、
「
継
続
雇
用
制
度
の
導

入
」
と
い
う
雇
用
に
よ
る
措
置
や
、
「
業
務
委
託
契
約
を
締
結
す
る
制
度
の
導
入
」
、
「
社
会
貢
献
事
業
に
従
事
で
き
る
制
度

の
導
入
」
（
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
）
と
い
う
雇
用
以
外
の
措
置
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
を
企

業
に
義
務
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
が
こ
の
努
力
義
務
を
果
た
す
こ
と
へ
の
支
援
と
し
て
、
政
府
は
種
々
の
予
算
措
置
を
講

じ
て
き
て
い
る
。 

 

令
和
五
年
度
の
当
初
予
算
を
み
る
と
、 
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・
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
百
五
十
五
億
円
（
実
施
窓
口
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
） 

 

・
生
涯
現
役
支
援
窓
口
事
業
二
十
八
億
円
（
実
施
窓
口
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
） 

 

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
補
助
金
百
四
十
一
億
円
（
実
施
窓
口
：
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
） 

 

・
高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育
成
事
業
十
三
億
円
（
実
施
窓
口
：
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
） 

 

・
六
十
五
歳
超
雇
用
推
進
助
成
金
三
十
四
億
円
（
実
施
窓
口
：
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
） 

 

・
生
涯
現
役
地
域
づ
く
り
環
境
整
備
事
業
六
・
二
億
円
（
実
施
窓
口
：
地
方
自
治
体
と
の
協
議
会
） 

 

・
高
年
齢
退
職
予
定
者
キ
ャ
リ
ア
人
材
バ
ン
ク
事
業
五
億
円
（
実
施
窓
口
：
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
） 

が
主
な
事
業
で
あ
る
。 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
関
連
事
業
を
除
き
、
他
の
事
業
に
係
る
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
高
年
齢
者
を
雇
用
す
る
企
業
を
増

や
し
、
高
年
齢
者
雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
受
け
皿
企
業
へ
の
助
成
金
が
大
半
で
あ
る
。 

 

一
方
、
継
続
雇
用
や
他
企
業
へ
の
再
就
職
と
な
る
高
年
齢
労
働
者
に
と
っ
て
は
、
給
与
が
現
役
時
代
よ
り
減
額
さ
れ
る
の
が

普
通
で
あ
り
、
該
当
す
る
助
成
金
を
受
け
取
る
場
合
で
も
収
入
金
額
に
制
限
が
あ
る
こ
と
、
年
金
と
の
併
給
に
お
い
て
も
減
額

調
整
さ
れ
て
し
ま
う
制
度
で
あ
り
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
は
な
っ
て
い
な
い
。 
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企
業
へ
の
助
成
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
現
行
制
度
を
、
高
年
齢
者
個
人
に
寄
り
添
っ
た
制
度
へ
と
変
え
、
高
年
齢
者
が
進
ん

で
第
一
線
に
復
帰
し
、
企
業
の
活
性
化
を
通
じ
社
会
に
貢
献
で
き
る
仕
組
み
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
料
す
る
。 

 

そ
こ
で
、 

一 

働
い
て
得
た
収
入
金
額
に
よ
っ
て
併
給
さ
れ
る
年
金
が
減
額
さ
れ
な
い
、
も
し
く
は
減
額
さ
れ
な
い
限
度
額
を
引
き
上
げ

る
制
度
に
変
更
す
る
よ
う
な
検
討
は
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
は
、
今
後
検
討
す
る
予
定
は
あ
る
か
。 

二 

高
齢
者
に
特
化
し
た
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
相
談
員
か
ら
対
面

で
き
め
細
か
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
適
切
な
就
職
斡
旋
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
相
談
員
の
人
数
を
増
や
す
こ
と
と
同
時
に
、
同
相
談
員
の
高
年
齢
者
へ
の
対
応
力
を
高
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
そ
の
よ
う
な
仕
組
み
は
あ
る
か
。
ま
た
は
、
今
後
そ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
予
定
は
あ
る
か
。 

三 

令
和
三
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
よ
り
、
一
般
企
業
に
お
い
て
は
六
十
五
歳
ま
で
の
雇
用

確
保
を
義
務
化
、
七
十
歳
ま
で
の
就
業
確
保
を
努
力
義
務
と
し
て
い
る
が
、
雇
用
確
保
の
義
務
化
を
七
十
五
歳
ま
で
引
き
上

げ
て
制
度
化
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
そ
の
よ
う
な
検
討
を
し
て
い
る
か
。
ま
た
は
、
今
後
検

討
す
る
予
定
は
あ
る
か
。 
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右
質
問
す
る
。 


